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はじめに

昭和 53（1978）年に、大野耐一の『トヨタ生産方式』が刊行されと、多

くの反響を呼んだ。しかし、トヨタ生産方式はトヨタに限りその社風により

可能であり、他社では導入できないと考えられてきた。しかし、その後、理

解が図られるとともに導入しようとする企業も現れてきた。しかし、少数例

を除いて、外形的に「かんばん」を導入するなどで終わり、多くは失敗に終

わった。

無論、トヨタ生産方式の最大の目的は、徹底したムダの排除であり、その

柱は、ジャスト・イン・タイムと自働化である。

しかし、オイルショック、バブル経済、バブル崩壊、リーマンショックを

はじめ経済状況は大きく変化を遂げてきた。

紆余曲折は経たものの、トヨタは好業績をあげ、平成 26（2014）年の中

間決済においては、年間利益は 2 兆円を超えるといわれている。

トヨタ生産方式は、多くのコンサルタントたちや、トヨタOBにより異業

種への展開が図られた。NPS（New Production System）方式も、その一つ

である。昭和 56 年に発足した株式会社MIPのNPS研究会が普及を図ってい

る生産方式である。NPSは 1 業種 1 社からなる。

NPSは、トヨタ生産方式の創始者である故大野耐一氏を最高顧問とし、

トヨタ自動車におけるトヨタ生産方式推進者をはじめとする、トヨタ関連企

業出身者十数名が、実践研究員として活動を始めた。長らくその活動は公表

されなかったが、WILLで昭和 60 年 9 月に一部が紹介され、その後、『週間

東洋経済』およびその発行物、あるいは『工場管理』で紹介されたが、NPS

における生産システム設計法そのものについて考察されたものは現在ない。

筆者が当時、所属した名古屋工業大学はトヨタとの関連も深く、特に研究

室の熊谷知徳教授は、日本経営工学会中部支部長を大野耐一が務め、副支部

長として公式に関連があったのみではなく、個人的にも昵懇の間柄であっ

た。
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その関連からNPSの体系化のために研究を公表することを、大野氏、鈴

村氏から依頼された。NPSの巡回研究会を始め、各種研究会に寝食を共に

招かれ、名古屋工業大学の熊谷教授と共に筆者が実際にNPSの 2 年間にわ

たり、調査、分析を行った。ようやく、鈴村氏の依頼により書籍としてまと

める約束が、果たされたものである。

NPSは、その後会員会社の変遷、時代への適応のために多くの手法を編

み出したが、最大の成果は異業種においても、トヨタ生産方式が利用できる

こと証明したことである。

本書は、各種生産方式の特色を検討し、NPSの創成期に熊谷智徳教授と

共に参加し、生産システム上の特色、具体的手法、効果について観察・考察

したものをまとめたものである。

最後にNPSは、現在でも活動を続け多くの効果を挙げているが、本書は

あくまでも鈴村氏らと共に活動した時期のNPSの姿の研究をまとめたもの

で、現在のNPSとは、関連していないことを注記しておく。

2015 年 3 月

熊澤光正



トヨタ生産方式の異業種展開の実践 
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